
第２次あま市総合計画策定市民会議（第１回）会議録要旨 

 

日時 令和２年 10 月 18 日(日)        

午前 9時 30 分から午前 11 時 30 分まで 

場所 あま市役所本庁舎２階 大ホール    

 

１ 出席者等 

  出席者等（委 員）２２名 

      （事務局） ７名 

（ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ） ５名 

 

２ 開会（企画政策課長） 

市民会議は３回開催させていただき、委員の意見については、３回の市民会議を実施し

た後、「提言書」という形で取りまとめ、別に設置の「総合計画審議会」へ提言され、総合

計画策定に反映される。 

市民会議における新型コロナウイルス感染症防止対策については、受付での検温の実施、

感染防止の観点から飛沫感染防止パーテーションの設置、部屋の換気により、委員が安心

して意見交換をしていただける環境づくりに努めており、委員におかれても、市民会議開

催中のマスク着用にご協力をお願いしたい。 

 

３ 企画財政部長あいさつ 

  開会にあたり、あま市企画財政部長よりあいさつが行われた。 

 

４ 自己紹介 

出席委員ごとに自己紹介を実施。 

 

５ 会長及び副会長の選任 

会長・副会長の職務及び選任の方法について、以下のとおり事務局より説明。 

・総合計画策定市民会議設置要綱 第４条第１項で「市民会議に会長及び副会長を置く。」

としている。 

・会長・副会長の職務として、「会長は、会務を総理し、市民会議を代表する。」とし、

「副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるときは、その職務を代理する。」として

いる。 

・また、市民会議の会長については、別に開催される「総合計画審議会」へ出席いただ

き、市民会議で取りまとめた提言書を提出していただくほか、審議会の委員も兼ねて

いただく。 

・総合計画策定市民会議設置要綱 第４条第２項で「会長は、委員の互選により選出し、

副会長は会長の指名により決定するものとする。」としている。 

 



 ⇒事務局説明の後、委員の互選により、会長に小林 優太 委員が選出された。 

  会長の指名により、副会長に成田 由美子 委員が決定された。 

  

 

６ 本日の進め方説明（コンサルタント） 

市民会議の主旨や役割、進め方などについて以下のとおり説明。 

・本日、市民会議１回目のテーマは、「あま市が将来どうありたいかを“言語化”しよ

う！」である。 

・流れとしては、ＡからＤの４つのグループであま市の将来について話し合い、まとめ

ていただき、最後にグループごとに発表していただく。 

・完成イメージとして、４ページにとりまとめ事例「こうしたい世田谷」と題して、４

つの写真とストーリーにまとめられている。このようにまとめるために、皆さんのテ

ーブルにあるボードの右側には、考えを書いたポストイットを貼り、左側には４つの

写真を貼りストーリーをまとめ書いていただくことになる。 

・あま市が将来どのようになってもらいたいか、将来の夢は、近い未来の夢でも遠い未

来でも良い。将来を考えていくにあたっての、具体的な手順を３ページにまとめたの

で、ご覧いただきたい。 

①まず、各自で写真を４枚選び、その４枚を選んだ意図をポストイットにメモする。

その際、ポストイットの隅に、写真番号と名前を記入する。 

②進行役の案内で、1 人ずつ選んだ写真と選んだ意図を発表し、ポストイットをボー

ドに貼り付け、グループ全体で整理する。 

③皆の意見をまとめ、グループとしての４枚の写真とストーリーに仕上げる。 

④そして、最後に、タイトルをつける。 

 

７ グループワークの実施（委員及びコンサルタント） 

  各グループにてグループワークを実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８ 発表内容（グループごと） 

 

 

A グループ／タイトル：The HOPE of AMA city 

 

【作成ボード】 

選んだ写真 あま市が将来どうありたいか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・大人・子ども、球技、何でも

ＯＫ 

・緑が多く、多くの人々が集ま

る市内一大きな公園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・休日は、あま市でお買い物 

・あま市でお金を落としてね 

 

 

 

 

  ・トヨタの次はアマ 

・あま市全域が勉強部屋 

・グローバル 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・キケンの無いまち 

・市民一人一人がつくるまち 

・移動しやすいまち 

 
 

【発表内容】 

・大人も子供も遊べる、ボールが使える、みんなが集まる公園があると良い。 

・緑が多いと良い。 

・休日は、あま市で買い物できるように、市外の人にも来てもらえるようになって欲しい。 

・勉強ができる場所、あま市で学べるように、トヨタの次はアマということで、グローバル

な人材を育成できる環境があると良い。 

・歩道などのインフラ整備によって、危険がなく移動のしやすい街にしたい。 

 

 

 

 



 

Bグループ／タイトル：あまこ物語 

 

【作成ボード】 

選んだ写真 あま市が将来どうありたいか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「あま子ちゃん」誕生 

子育ては大変だけど、支援が手

厚いから子育てがしやすいで

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あま市には大きな公園があり、

あま子ちゃんは元気に育って

いきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ショッピングや祭りであま子

ちゃんは笑顔でいっぱいです。 

あま子ちゃんは、毎日スターバ

ックスを飲みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あま子ちゃんが、異世代・異文

化伝統を学び、かしこくなりま

した。 

 

 

 

 

  

 

 

 

番外編 

緑も多くあって、空気がきれい

な住みよい地域になってほし

い。 

 

 

【発表内容】 

・住みやすい地域であって欲しい。 

・子育てがしやすいように支援が充実して欲しい。 

・大きな公園で、スポーツができて、多くの人と交流ができるようになって欲しい。 

・ショッピングや祭りで楽しめるように、あま市の文化を感じることができ、楽しくあま

市で生活できるようになって欲しい。 

・伝統・異文化に触れる機会が増えて欲しい。 

 

 



 

C グループ／タイトル：みんなで一緒にあま市をエンジョイ!! 

 

【作成ボード】 

選んだ写真 あま市が将来どうありたいか 

 

 

 

 

世代文化を超えてつながろう 

 

 

 

 

参加型のイベントを地域で!! 

 

 

 

 

イベント・交流で地域の魅力を発見・楽しむ 

 

 

 

 

みんながあま市を好きになる 

 

 

【発表内容】 

・災害時などでも助け合えるように、顔のみえるつながりができると良い。 

・世代を超えた交流ができるようにしたい。 

・参加型イベントの開催によって、地域の人と一緒に交流できると良い。 

・あま市の魅力を発信できるように、公園や図書館などが充実して欲しい。 

・住んでいる人が魅力を認識できるように、みんなが好きなあま市になって欲しい。 

 

 

 

 

 

 

 



 

グループD／タイトル：あまプライド 

 

【作成ボード】 

選んだ写真 あま市が将来どうありたいか 

 

 

 

 

あま市の魅力を市街の人に知ってもらう（歴史・伝

統） 

→市民の誇り 

 

 

 

 

移動しやすく暮らしやすい市にするためインフラ

整備 

→若者などたくさん人が集まる 

 

 

 

 

仕事と育児が両立できる保育施設の充実 

働きやすい環境づくり 

 

 

 

 

市民誰もが自由に利用できる場 

子どもから高齢者まで集まってスポーツ活動 

 

 

【発表内容】 

・市民の人があま市に誇りを持てるようにしたい。 

・あま市の魅力を市外の人に知って頂く。七宝焼きなどの資源の魅力を発信できるよう 

に。 

・移動しやすい暮らしやすいインフラ整備をして欲しい。 

・若者が集まり、育児と仕事の両立ができるような、働きやすい環境づくりや育児支援が

充実して欲しい。 

・子どもから高齢者までが集まれる幅広い交流ができる環境になって欲しい。 

 

 


